













































































































































































が付かないように弾かせる。 のリズムは や などのよ
うに誤って弾く場合があるので注意する。
第５章　まとめ
　一般的なソルフェージュの練習の方法は実技のレッスンと遊離して考え
独立したジャンルで扱われている。ピアノなどの実技のレッスンは主にテ
クニックを扱う場で、楽譜の読みはソルフェージュの範囲で、ピアノを教
える時は詳しく扱わないというように区分けされている。実技の際、ソル
フェージュのレッスンを受けている学生達には実技とドッキングさせて活
用すれば一層の能力を引き出せる。ピアノの演奏というと、楽譜どおりに
正確に最後まで間違えずに演奏、歌えることで主にテクニックを指す。こ
れは演奏の途中の段階であって次の表現をすることが非常に大切である。
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　その為にはソルフェージュ、ピアノ実技を問わず次の三点が重要です。
１.演奏する曲の性格・雰囲気に自分のイメージを持つ
２.イメージにそって気持ちを込めて演奏する。
３.演奏の前に「聴く」という意識を呼び覚まし、歌ったり奏でたりし
　ている音楽をリアルタイムで、積極的に自分の耳で注意深く聴いて
　表現しながら最後まで続ける。
　演奏をする時には学生達が無意識で曲のイメージ、響きなどを感じ取れ
るとともに、余韻まで聴き続けられる自立した鋭敏な耳が養われ、自然な
演奏の入りが決まり、最後まで演奏を表現しながら楽しめるようになれる
まで基礎力を身につけたい。ソルフェージュ、ピアノ導入を別々に学ぶの
ではなく関連づけ能率の良い音楽の基礎力を身につけられるように今後も
研究していきたい。
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